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Sugawara勿α1．
mesh　domains　and　is　di伍erent
from　the　va1ue　of　point　pre－
cipitation　which　is　measured
by　a　rain　gauge　at　a　point・
　　　　Unfortunately　we　cannot
measure　the　area1precipita－
tion　direct1y　to　compare　with
the　radar　data．　　Instead　of
area1precipitation　we　can　use
the　sum　of　point　precipitations
of　severa1　rain　gauges，　and
the　sum　is　compared　with　the
sum　of　corresponding　va1ues
derived　from　the　radar　data．
0ne　of　the　resu1ts　is　shown
in　Fig．6．
　　　　2．6　Though　the　ina1re－
su1ts　shown　in　Fig．6are　not
s tisfactory，it　may　be　said
that　our　method　is　promising，
in　consideration　of　many　bad
conditions　of　our　experiments．
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多数のレーダと中央の計算機による地域雨量測定法
菅原正巳・勝山ヨシ子・大村一夫
　　　　国立防災科学技術セソター第3研究部
　現在，地域雨量を直凄測定する唯一の方法はレーダ利用であろうが，困ったことに，レーダエコーの濃
さと雨量強度との関係は，雨滴分布で左右される．それを，雨量テレメータの観測値で補正するために，
レーダ，テレメータ，計算機の組合せの方式がまず考えられた．そうするとレーダから計算機までの情柵
伝送が問題になる．レーダ后号は非常な高周波で，そのf云送には費用がかかる．］方，大雨とか洪水は，
せいぜい15分単位ですむ程度のきわめて低周波現象である．それにメガヘルツ級のレーダ信号が必要であ
るとすれば，どこかにむだがあるに違いない．そこでレー列言号をレーダの所で積分することを考えた．
ゲート回路と積分回路からなるアナログ機構により，極座標メッシュ上で，レーダ信号の局所的平均値を
作り，アナログホールドし，順次送り出していく．
　この際，ア1／テナをゆっくり回転させれば，伝送密度を十分に落とすことができて，普通の電話線にの
せることができる．伝送費用は安くなるし，積分によりレーダ信号中の雑音のレベルが落ちるから，レー
ダをあまり高級にしなくても，精度が得られる．したがって，多数レーダを配置し，それを中央の計算機
で支配するシステムを組むことができる．
　われわれが行なった実験では，既存の設備を使わざるを得なかったから，ア：／テナの回転速度を落とす
こともできず，極座標メッシュも〃＝3km，〃＝6。とあまり小さくできなかったが，それにもかかわら
ず，昭和44年6月～7月に行なった実験結果はかなり良好であった．
　レーダ信号の区分的積分値は，現地（人吉）でデータレコーダにアナログ記録され，東京に持ち帰って
A－D変換され，計算機に入れられた．
　概座標メッシュ上に数値化されたレーダ信号は，まずグラソドエコーの補正が施され，次に雨量に変換
された．われわれのレーダでは，あるレベル以下のレーダ信号が切り拾ててあるが，それから生じたと思
われるかたよりが1このとき補正された．この補正をしても，結果（図3）はあまりよくない．そこで，
各時間ごとに全地点に共通な補正係数，各地点ごとに全時問を通じて共通な補正係数を定めて，これを‡卦
けると，結果はいくらかよくなる（図4）．15分ごとに補正をすれば，結果はよくなると思われるが、その
資料がないので，1時間ごとの補正をして，4時間の和にして比較したのが図5で，結果はかなりよくな
る．元来，レーダで測る雨量は地域雨量であるから，これを地点雨量と比較するのが無理であろう．そこ
でf可地点かの合言十にして比較したものが図6で，結果はさらによくなる．
　これらの点からみて，レーダ，テレメータ，計算機の組合せ方式は，十分有望であると思われる．
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